
高知市男女共同参画推進プラン2021
総括

高知市では，令和３（2021）年度から令和７（2025）年度までの５年間を計画期間とする「高知市男女
共同参画推進プラン2021（以下，プラン2021）」の取組を進めてきました。

令和７（2025）年度は，プラン2021の取組が終了し，次期プランである「高知市男女共同参画推進プラ
ン2026」へ切り替わる年であることから，プラン2021の施策に掲げた数値目標の実績や個別事業の成果，
課題等を５年間の取組結果として総括します。
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《プラン2021の概要》

【性格】
(1)「男女がともに輝く高知市男女共同参画条例」に基づき，市における男女共同参画に関する施策を計画的に推進する基本的な計画
(2)「高知市男女共同参画推進プラン2016」の成果を引き継ぐ
(3) 本市行政における部門別行政計画
(4) 市のあらゆる分野において男女共同参画を推進するための指針

【特徴】
(1) 施策の実施状況報告に対する評価（点検）

「プラン2021」の推進に当たっては，前年度の施策の実施状況の報告について，推進委員会の評価（点検）を受けます（評価は中
間及び最終のみ）。

(2) 評価（点検）と公表
推進委員会による評価（点検）の結果は，毎年度公表します。

(3) 男女共同参画の視点の浸透
各施策における，男女共同参画の視点からの考え方を明確にし，その浸透を図ります。

(4) 女性活躍推進への取組
「女性活躍推進法」の市町村推進計画として「女性活躍推進法」及びその基本方針に基づいた取組を実施します。

【計画期間】
令和３（2021）年度から令和７（2025）年度までの５年間

【体系図】 目指す将来像：ジェンダー平等社会の実現
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基本目標１ 一人ひとりの人権が尊重される社会をつくりましょう

取組の方向性 （ア）多様な性の尊重と固定的な役割分担意識の解消

【課題と今後の必要性】

• 「男女共同参画に関する市民の意識調査」（以下「意
識調査」という。）を見ると， 「社会全体」では，男女が
平等であると感じる人の割合は令和６年度で15.6％
と，令和元年度からあまり変化が見られない結果と
なった。その背景には，従来からの固定的な役割分担
意識やその影響による習慣が存在していると考えられ
る。

固定的な役割分担意識については，国の「男女共同
参画白書（令和７年度版）」において，都市より地方の
方が強いと感じている人の割合が多く，地方から都市
への転出につながり，地元へ戻ることの心理的障壁に
なっていると考察されている。
こうしたことも踏まえて，固定的な役割分担意識の

解消をより進めていく必要がある。

• 多様な性の尊重に向けては，本市では，令和２年11
月の「にじいろのまち宣言」を皮切りに，「パートナー
シップ登録制度」の導入（令和３年２月）や，プライド月
間キャンペーン（令和５年度～）といった取組を行って
きた。

一方，現状「パートナーシップ登録制度」を知らない
人の割合は47％（令和６年度高知市人権に関する市
民の意識調査）であり，市民の半数にまでは周知され
てきたが，引き続き周知を図っていく必要がある。

また，他自治体においては，「ファミリーシップ登録」
や「LGBTQフレンドリー企業」といった新たな施策も
誕生しており，本市においても研究・検討が必要である。

【数値目標の達成状況】【成果】
男女共同参画に関する啓発
• No.1 啓発作品は，毎年川柳450点以上，写真は10点以

上の応募があった。企業表彰は延べ68法人（H24
～R6）を表彰した。

• No.2 パネル展や課インスタグラム，デジタルサイネージ等，
様々な手段で広報・啓発を行った。

• No.3 「男性育休を語る交流会」等，庁内の男女共同参画
の意識浸透を図る部局推進員会を実施した。

多様な性の尊重に向けての取組
• No.4 プライド月間キャンペーンの実施。

また，パートナーシップ登録者数は，37組（R7.7.９
時点）。

• No.5 児童・生徒等に「性の多様性」について学ぶ場を提
供するレインボースクール事業は，児童・生徒，学から
好評であり，申請校も年々増加している。
（R3）応募数15校，実施校８校
（R6）応募数37校，実施校18校

指標 基準値 R３ R４ R５ R６ 目標

男女の地位が「平
等」と回答した人の
割合

社会全体
15.3%
(R1)

－ － －
15.6

％
25%
以上

事業
№ 事業・取組 担当課

1 男女共同参画の日「８月１日」事業

人権同和・男女共同参画課

2 広報・啓発と情報発信
（市民等向け）

3 広報・啓発と情報発信
（庁内向け）

4 多様な性のあり方を尊重する取組の推
進

5 レインボースクール
人権・こども支援課

6 学校における男女平等教育の推進

7 健康教育（性に関する指導）の推進 学校教育課

8 市職員に対する研修 人事課

9 ソーレにおける広報・啓発及び情報提供

ソーレ

10 男女共同参画事業
（ＳＯＧＩに関する講座）

【個別事業】

＜高知市男女共同参画の日表彰式＞ ＜プライド月間キャンペーン・フラフ掲出＞
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1 高知市小児慢性特定疾病審査会 子育て給付課 3 3 0 審査にあたって国家資格や相当な専門知識が必要であり，関係団体から委員を推薦いただいている。 9 高知市公設水産地方卸売市場運営委員会 卸売市場課 17 17 0
関係団体から委員を推薦いただいている。
なお，この分野に女性が少ない。

2
高知広域都市計画事業中須賀土地区画
整理事業評価員会

市街地整備課 5 5 0
定数５名中３名は学識専門者で，不動産鑑定士協会，税理士会からの推薦者及び高知市固定資産評価員であ
る。残り２名も事業にかかる土地又は建物の権利者から地元協議会を通じて推薦いただいている。
評価員の任期はなく，基本的に一度委嘱したら事業終了（R11年度換地処分）まで改選がない。

10 高知市スポーツ賞表彰委員会 スポーツ振興課 5 5 0 専門性が必要であり，女性の選任を検討したが，その分野に女性が少なく，登用に至っていない。

3 高知市総合評価落札方式審査委員会 契約課 6 6 0

６名中４名は県職員の充て職，２名は工科系大学教授等の学識経験者の委員構成となっている。
学識経験者の委員改選に当たっては，前任の委員からの推薦，関係者への問い合わせなど，女性の専門家の発
掘に努めているが，女性委員の登用には至っていない。
なお，平成27年度から会議を開催していない。

11
高知市再生可能エネルギー促進による農
山漁村活性化協議会

新エネルギー・
環境政策課

5 5 0
充て職１名。その他委員は専門性が必要となる場合があり，女性の選任を検討したが，その分野に女性が少な
く，登用に至っていない。
なお，令和３年度から会議を開催していない。

4 高知市老人ホーム入所判定委員会 高齢者支援課 5 5 0
委員５名のうち３名は充て職で他２名は医師と養護老人ホーム施設長である。医師は団体から推薦いただいて
いる。

12 高知市街路市運営協議会 商業振興課 12 12 0 本協議会は，各街路市組合の役員等で構成される任意の団体であり，委員を市で選任しているものではない。

5 高知市放置自動車廃物判定委員会 廃棄物対策課 5 5 0
関係団体から委員を推薦いただいている。
なお，平成21年度から会議を開催していない。

13  高知市国民保護協議会 防災政策課 49 47 2 現在は女性委員が２名登用されている。

6 高知市産業廃棄物処理施設設置審議会 廃棄物対策課 4 4 0
専門性が必要であり，女性の選任を検討したが，その分野に女性が少なく，登用に至っていない。
なお，令和２年度から会議を開催していない。

14
れんけいこうち広域都市圏ビジョン推進
懇談会

政策企画課 14 13 1 現在は女性委員が１名登用されている。

7
高知市農業委員会委員候補者選考委員
会

農林水産課 7 7 0
委員７名のうち５名は関係機関の代表者等の充て職である。
他２名については女性の選任を検討したが，その分野に女性が少なく，登用に至っていない。

15 高知市清掃工場運営協議会 清掃工場 11 9 2 現在は女性委員が２名登用されている。

8 高知市中央卸売市場運営委員会 卸売市場課 11 11 0
関係団体から委員を推薦いただいている。
なお，この分野に女性が少ない。

女No  審議会等名称 担当課 計 男 女性委員登用にいたっていない理由等女性委員登用にいたっていない理由等 No  審議会等名称 担当課 計 男 女

基本目標１ 一人ひとりの人権が尊重される社会をつくりましょう

指標 基準値 R３ R４ R５ R６ 目標

市の審議会等で女性委員がいな
い審議会数

13会
〔118会〕

15会
〔115会〕

13会
〔120会〕

15会
〔119会〕

15会
〔117会〕

0会

市職員の女性管理
職（課長補佐以上）の
割合

部長副部長
11.6

％
8.9％ 9.5％ 15.0％ 20.0％

14％
以上

課長
14.1

%
19.1% 21.6% 20.8% 20.2%

22%
以上

課長補佐
42.4

%
46.8% 44.8% 41.5% 42.6%

45%
以上

取組の方向性 （イ）政策，方針決定過程における男女平等の促進

【成果】

審議会への女性の参画
• No.11 女性委員がいない審議会の担当課に対し，ヒ

アリングを実施し，女性委員登用に至らない原
因の把握・分析を行った。

人材育成
• No13 こうち男女共同参画センター「ソーレ」におい

て，女性が活躍の場を広げリーダーシップを発
揮するために必要な能力を磨く講座を実施した。 【課題と今後の必要性】

• 女性委員がいない本市の審議会等は，R6年度は15会
であったが，審議会等の女性委員登用の取組を進め，現
在では，下表のとおり12会となっている。

女性委員が登用されていない審議会等では，女性の就
任に至らなかった理由として，あて職に就かれている方
や委員就任の推薦依頼先の団体等において，対象とな
る女性人材がいないことが挙げられている。

こうしたことを踏まえ，女性の進出が少ない分野にお
ける人材育成や啓発の取組等を推進する必要がある。

【数値目標の達成状況】

事業
№ 事業・取組 担当課

11 審議会等の女性登用の推進 人権同和・男女共同参画課

12 各役職段階に占める女性職員の割合の
向上

職員厚生課

13 人材育成事業（女性の活躍応援）

ソーレ
14 情報の収集及び提供，広報・啓発事業

（政治分野への女性の参画）

【個別事業】

＜参考・女性委員がいない審議会一覧＞

＜ソーレ人材育成事業・チラシ＞＜ソーレ人材育成事業・講座の様子＞

4
※現在は，15会のうち３会で女性委員が登用されている。



基本目標２ DVやハラスメントのない社会をつくりましょう

取組の方向性 （ア）DV・性犯罪等暴力を根絶するための啓発の充実

【課題と今後の必要性】

• 数値目標の状況からDVに対する周知は一定進みつつある
と考えられるが，なお３割以上の人が「内容までは知らない」
状況であるため，ＤＶは重大な人権侵害であるという認識が
浸透するよう，引き続き啓発の取組を継続していく必要があ
る。
また，若年層に届きやすい媒体とされているSNS等のデジ

タルツールの活用など，対象に応じた啓発手法の工夫などに
ついても検討していく必要がある。

【成果】

啓発の取組
• No.15 人権尊重の意識を高めるため，出前講座等

の啓発活動を年間27回以上（R3～R6年度）
実施した。

• No.16 DV防止啓発動画やパネルを作成し，「女性
に対する暴力をなくす運動」にあわせ，デジタ
ルサイネージでの放映やパネル展を行った。

また，高知市役所内トイレ(44か所)にDV
カードを設置した。

指標 基準値 R３ R４ R５ R６ 目標

DVを内容まで知っていると答えた人
の割合

44.1
％

― ― ―
64.0

%
70％
以上

【数値目標の達成状況】

【成果】

相談・支援の取組
• No.21 庁内連絡会の開催や，高知県女性相談支援

センター主催の研修を受講し，庁内外との連
携を深めた。

• No.22 ＤＶ等被害者からの市営住宅目的外利用の
申請を含め，住宅困窮に関する相談に応じた
（令和６年度来所相談３件）。

• No.23 ソーレにおける男性相談の受付日を，月３回
から４回に増やし，男性相談にも力を入れて
いる。

• No.24 ソーレにおいて，ワークショップや相談会を
通し，自分らしく生きるために自分のペース
で必要な力をつけていくことを目的とした，
女性の居場所づくり事業「ゆるりのしっぽ」を
開催した。

【課題と今後の必要性】

• 数値目標であるDVについて相談しなかった人の割合に
ついては，60％台のまま大きな変化が見られなかった。

相談しなかった理由については，「相談するほどのことで
もないと思った」，「相談しても無駄だと思った」が多いこ
とから，深刻化する前に相談や支援につなげることが重要
であるといったことの広報や，本市における相談・支援体
制の周知の取組を強化していく必要がある。

• DV被害者等への支援は男性の被害者が増加しているこ
とに留意して，取組を進める必要がある。

• R６年４月の「困難な問題を抱える女性への支援に関する
法律」の施行に伴い，困難な問題を抱える女性への支援の
強化が求められており，庁内外の関係機関との連携をより
強化しつつ，女性相談支援員の設置や支援事業の実施に向
けて検討を進める必要がある。

取組の方向性 （イ）DV・性犯罪等暴力の被害者への支援

指標 基準値 R３ R４ R５ R６ 目標

DVについて誰（どこ）にも相談しな
かった人の割合

65.1％ ― ― ―
63.6

%
30％
以下

事業
№ 事業・取組 担当課

15 人権啓発の推進
人権同和・男女共同参画課

16 ＤＶ防止啓発

17 ＤＶ・デートＤＶに関する啓発及び情報提
供

ソーレ

18 児童虐待予防推進事業 子ども家庭支援センター

19 情報モラル教育の推進 少年補導センター

【個別事業】

【個別事業】
事業
№ 事業・取組 担当課

20 人権全般における相談体制の充実

人権同和・男女共同参画課
21 ＤＶ等被害者支援ネットワーク会議の連

携強化

22 ＤＶ被害者の市営住宅入居 住宅政策課

23 相談事業
ソーレ

24 相談体制の充実

【数値目標の達成状況】

＜ＤＶ防止啓発動画＞ ＜ＤＶカード＞
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基本目標２ DVやハラスメントのない社会をつくりましょう

指標 基準値 R３ R４ R５ R６ 目標

セクシュアル・ハラスメントを内容
まで知っていると答えた人の割合

43.0％ ― ― ― 61.7% 70％以上

取組の方向性 （ウ）あらゆるハラスメントを防止するための啓発の充実

【成果】

啓発の取組
• No.26 ソーレにおいて，ハラスメント防止の出前

講座を実施した（R6年度17回実施）。
• No27 ソーレが行っている「にじいろコール（性的

少数者に関する相談窓口）」の啓発カードを，
高知市役所内の多目的トイレ等に設置した。

【課題と今後の必要性】

• 数値目標であるセクシュアル・ハラスメントの認知度は，一定
向上してきている。

一方で，ハラスメントを受けた経験としては，パワー・ハラス
メントやモラル・ハラスメントの割合が高くなっている状況が
あり，引き続き，あらゆるハラスメントの防止に向けた啓発に
努めていく必要がある。

事業
№ 事業・取組 担当課

25 ハラスメント防止研修 人事課

26 出前講座
ソーレ

27 性的少数者に関する電話相談

【個別事業】 【数値目標の達成状況】

基本目標３ 家庭や働く場においてジェンダー平等を実現しましょう ＜「女性活躍推進法」市町村推進計画＞

取組の方向性 （ア）ワーク・ライフ・バランスの推進

【課題と今後の必要性】

• 育児・介護休業法の改正等，法整備が進み，男性育休の取
組が推進されている中で，本市においても，男性職員が取得
できる休暇や共済組合の給付制度について周知する等の取
組を行い，男性職員の育児休業取得率は大幅に上昇してい
る。

今後，地域の民間企業においてもワーク・ライフ・バランス
の取組が一層推進されるよう，好事例の発信等による周知
や，啓発の取組を進めていく必要がある。

【成果】

企業や働く人への働きかけ
• No.28 男女共同参画推進企業表彰では，延べ68法

人（H24～R6年度）を表彰した（No.1再掲）。
また，表彰企業の取組内容を紹介したチラシ

や動画を作成し，好事例の周知に努めた。
• No.29 高知市男性職員の育児休業取得率は，大幅

に上昇した。
（R3年度17.9%→R６年度84.6%）
「育児参加プログラムシート」や 制度や手続等
をまとめた「高知市職員子育て応援ハンドブッ
クき」等を作成した。

【個別事業】

事業
№ 事業・取組 担当課

28 男女共同参画推進企業表彰 人権同和・男女共同参画課

29 男性職員の子育て参加の促進 職員厚生課

30 「高知市労働ニュース」の充実・情報提
供の拡充

産業政策課

31 ワーク・ライフ・バランス事業（男性家事・
介護基礎講座）

ソーレ

指標 基準値 R３ R４ R５ R６ 目標

高知市男女共同参画推進
企業表彰の表彰企業数

3社 8社 6社 ６社 １社
毎年3社

以上

高知市男性職員の育児休
業取得率＊

9.9% 17.9% 32.4% 48.1% 84.6%
85％
以上

【数値目標の達成状況】

＊高知市男性職員の育児休業取得率は，令和６年度に最終目標値を同項目を目標値に掲げる他計画
が見直されたことから変更した。
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基本目標３ 家庭や働く場においてジェンダー平等を実現しましょう ＜「女性活躍推進法」市町村推進計画＞

指標 基準値 R３ R４ R５ R６ 目標

待機児童数 26人 11人 3人 ５人 5人 0人

社会資源「集いの場」状況
※いきいき百歳体操，子育てサークル・子育て
支援サークル，地域子育て支援センター，子育
てサロン，子どもの居場所・子ども食堂，サロ
ン，認知症カフェ，地域交流デイサービス，宅老
所⑩いきいき百歳大交流大会の合計数

630 610 602 597 577
705
以上

取組の方向性 （イ）育児・介護における多様なニーズに対応した支援の拡充

事業
№ 事業・取組 担当課

32 地域の子育て支援・子育て相談 子ども育成課

33 ファミリー・サポート・センター事業 子ども育成課

34 多様な保育サービスの充実 保育幼稚園課

35 生活支援サービスの充実 基幹型地域包括支援センター

【個別事業】 【成果】

育児・介護の支援の取組
• No.33 地域子育て支援センターでの出張登録会や

量販店等でのチラシ配置を行い，会員数の増
加に努めた。
依頼会員(R3年度) 727名

(R6年度)  798名
援助会員(R3年度) 443名

(R6年度) 498名
• No.35 地域の生活支援サービスの充実を図るため，

各地域包括支援センター職員と兼務していた
生活支援コーディネーター（困りごとを抱えた
高齢者を社会資源につなげる等生活をコー
ディネートする）を９割のセンターに専従配置
した。

【課題と今後の必要性】

• 令和６年度の意識調査からは，望ましい女性の働き方とし
て，「結婚・出産にかかわらず，ずっと職業を持ち続けるほう
がよい」が６割以上と多い一方で，女性の家事関連時間が長
く，子育て環境の整備・充実が望まれている状況がうかがえ
る。

こうしたことから，仕事と家事・育児の両立に資する支援や
サービス等については，今後も検討していく必要がある。

・ 社会資源「集いの場」の数は減少傾向にある。今後の人口
減少を見据えて，適正数等について改めて検討していく必要
がある。

【数値目標の達成状況】

取組の方向性 （ウ）女性活躍の推進

指標 基準値 R３ R４ R５ R６ 目標

高知市職員の技術職に占める
女性の割合

9.4%
11.4

%
11.3

%
12.0

%
12.0

%
15％
以上

【課題と今後の必要性】

• 本市では，技術系の女性職員の採用に当たっては，インターン
シップ生の積極的な受け入れ等の取組を行っており，直近４年
間の技術職採用者に占める女性の割合は，平均15%以上と
なっている。引き続き，女性技術職員の採用者数の拡大に取り
組んでいく。

• 国において現在策定中の「第６次男女共同参画基本計画」のコ
ンセプトの１つとして，女性に選ばれる地方に向けた取組の必要
性が打ち出されている。
こうした方向性を踏まえながら，本市の状況に応じた女性活躍

の取組を研究・検討していく必要がある。

【成果】

女性の就業促進に向けた取組
• No.37 LINE相談の導入や，専門家相談の実施等

個々の相談者に応じた支援を実施した。
• No.38 セミナーや合同説明会等への参加者のう

ち，希望者を高知市無料職業紹介所につな
げ，継続的な支援を行った。

• No.40 ソーレにおいて，パソコン講座等職場で活
用できるスキルを身に付ける講座を実施し，
女性の就労を支援した。
R6年度参加者：40名

【個別事業】 【数値目標の達成状況】
事業
№ 事業・取組 担当課

36 高知市職員の技術職に占める女性の割
合の向上

職員厚生課

37 ひとり親家庭等の相談及び就業自立支
援

子育て給付課

38 雇用促進・就労支援 産業政策課

39 女性消防吏員増加に向けた取組 消防局総務課

40 女性のための就業支援事業 ソーレ

7



基本目標４ 地域で，防災で，男女共同参画をすすめましょう

取組の方向性 （ア）地域活動における女性の参画の促進

【成果】

女性のエンパワメント支援
• No.44 ソーレにおいて，女性が自分らしく社会に

参画するために必要なスキルを身につける
ことを目的とした講座を実施。オンデマンド
配信を行うことで，参加者が大幅に増加した。
（R3年度）18名（会場・オンライン）
（R5年度）147名（会場・オンデマンド）

【個別事業】

【数値目標の達成状況】

取組の方向性 （イ）防災分野における女性の参画の促進

【成果】

女性の参画促進の取組
• No.45 高知市総合防災訓練へのブース出展やパネ

ル展示，啓発物の配布，出前講座を通し，啓発
を行った。

• No.48 ソーレにおいて，「女性防災プロジェクト」を
実施。R5・６年度は被災地訪問等を通し，地域
で活躍できる女性防災リーダーの育成を図っ
た。 （R5年度15名，R6年度15名）

【課題と今後の必要性】

• 防災・減災に女性の視点を取り入れることは重要であ
り，引き続き，地域で活躍する女性防災リーダーの育成
や防災活動への女性の参画のための啓発等に努めてい
く必要がある。

【数値目標の達成状況】
事業№ 事業・取組 担当課

41 地域コミュニティ再構築事業 地域コミュニティ推進課

42 スポーツ指導者の育成 スポーツ振興課

43 消防団の充実強化 消防局総務課

44 エンパワメント支援 ソーレ

指標 基準値 R３ R４ R５ R６ 目標

自治会長に占める女性の割合
16.0%
(R1)

15.4
%

14.1
%

14.7
%

15.9
%

25%
以上

事業№ 事業・取組 担当課

45 防災におけるジェンダー平等の啓発 人権同和・男女共同参画課

46 避難所運営体制の整備 地域防災推進課

47 れんけいこうち防災人づくり塾 防災政策課

48 人材育成事業（女性防災プロジェク
ト）

ソーレ

指標 基準値 R３ R４ R５ R６ 目標

防災士認定登録者に占める女
性の割合

30.2%
(R1)

30.9
%

34.1
%

34.2
%

36.1
%

50%
以上

【課題と今後の必要性】

• 地域活動における女性の参画自体は，各地域活動にお
いて自主的に決定される部分ではあるが，女性の参画が
後押しされるようなエンパワメントの取組等を継続し，地
域で活躍する人材の育成等を促進していく必要がある。

【個別事業】

8<高知市総合防災訓練へのブース出展>< 女性防災プロジェクト>



基本目標５ 生涯にわたる健康生活を充実させましょう

取組の方向性 （ア）あらゆるライフステージにおける心と体の健康支援

【成果】

健康づくりに関する支援
• No.52 子宮頸がん・乳がん検診率について，オン

ライン申込を開始し，受診率向上に向けた
取組を行った。

性や生殖に関する知識の提供
• No.55 学校で性教育を実施できるよう思春期教

室のサポートや，養護教諭定例会で性教育
関係の物品貸出等について，説明，啓発を
行った。

• No.56 沐浴の体験活動等を行い，子育ての様子
をイメージできるようにするパパママ教室
は，パートナーや家族と参加できるため好
評であり，参加組数は増加している。
（R3年度）71組
（R6年度）174組

【個別事業】 【数値目標の達成状況】

事業
№ 事業・取組 担当課

49
さまざまな世代やライフスタイルに応
じた健康づくりのための講座等の開
催

基幹型地域包括支援センター

50 生涯学習活動の促進 文化振興課

51 スポーツ推進事業 スポーツ振興課

52 がん検診

健康増進課53 成人歯周病検診

54 こころの相談窓口

55 思春期保健事業

母子保健課56 妊娠・出産期等の支援

57 幼児健診

58 相談事業【No.23再掲】 ソーレ

指標 基準値 R３ R４ R５ R６ 目標

健康寿命＊
（65歳の平均自立期間）

男性17.47年
女性20.97年

(H29)

男性
17.65年

女性
21.39年

男性
17.68年

女性
21.89年

男性
17.70年

女性
21.69年

男性
17.50年

女性
21.00年

男性
18.90年

女性
22.89年

子宮頸がん検診受診率
15.1%
(R1)

14.2% 16.1% 16.5% 16.6%
20%
以上

乳がん検診受診率
18.8%
(R1)

17.3% 19.0% 19.3% 19.3%
22%
以上

低出生体重児出生率＊
（出生百対）

10.0
（H30）

11.1
（R1）

9.8
（R2）

10.0
(R3)

10.0
(R3)

9.5以下

【課題と今後の必要性】

• 本市の「男女がともに輝く高知市男女共同参画条例」では，
「男女の性と生殖についての相互理解・尊重と生涯にわたる
健康生活の維持」を基本理念の１つとしている。

性や生殖に関する知識の提供は，望まない妊娠を防ぎ，困
難な問題を抱える女性を増やさないという視点からも重要な
取組と考えられる。

一人ひとりが性や健康に関して正しい知識・情報を持って，
それぞれのライフステージに応じて心身の健康を維持できる
よう取組を継続して行っていく必要がある。

＊健康寿命（65歳の平均自立期間）及び低出生体重児出生率は，令和６年度に最終目標値を同項目を目標
値に掲げる他計画が見直されたことから変更した。

9
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高知市男女共同参画推進プラン2021総括の概要
次期計画に向けた主な視点（案）数値目標の達成状況

【ジェンダーに基づく暴力の根絶や生きづらさの解消に向けた基盤づくり】

DV等については，「相談しても無駄だと思った」等の理由から相談につながらない
状況を改善することが重要であり，相談することの重要性や，支援についての周知の
他，男性被害者への対応などの取組を検討していく必要がある。

また，困難女性支援法により，市町村において計画の策定や女性相談支援員の配置
が努力義務化されていることから，今回の計画改定を機に，本市においてもDV防止
法及び困難女性支援法の市町村計画の位置づけも備えることとし，県や関係機関と
の連携を強化し，DV等被害者や困難な問題を抱える女性への相談・支援体制の強化
に努めていく必要がある。

【誰もが自分らしさを誇れる環境づくり】

育児・介護休業法の改正等，法整備が進み，男性の育児休暇取得率が向上するなど，
ワーク・ライフ・バランスの意識は一定浸透してきている。

今後は，上記１と同様，若者や女性に選ばれる地方づくりといった視点や，人口減少
の抑制という視点も加えながら，民間企業へのワーク・ライフ・バランスの推進の働き
かけを行う等，「誰もが自分らしく生きられるジェンダー平等社会」の実現に向けて，
誰もが能力を発揮できる環境づくりを更に進めていく必要がある。

【固定的な役割分担意識が解消され,多様な性のあり方が尊重される社会づくり】

国においては「女性が地方での生活を選択しない傾向が強まる中，固定的な性別役
割分担意識の解消等を図り，女性を含めた誰もが安心して住み続けられる地方を構
築することは待ったなしの課題」（女性版骨太の方針２０２５）として，現在策定中の第
６次男女共同参画基本計画で「女性に選ばれる地方づくり」の視点を盛り込むことと
しており，「地方創生 2.0」においても「若者や女性にも選ばれる地方」に向けた政策
パッケージ等の取組がなされている。また，高知県においても同様の方針で次期「こう
ち男女共同参画プラン」の策定が進められている。

本市においても，こうした視点を踏まえながら、従来からの固定的な役割分担意識
の解消に向けた取組を一層進めていく必要がある。
多様な性の尊重については，他自治体における，「ファミリーシップ登録」「LGBTQ

フレンドリー企業」といった新たな施策についての研究・検討等を進める必要がある。

１

２

３

◎ 目標達成 ２項目 7.7%

○ 目標数値の達成には至らないが，数値が向上しているもの 14項目 53.8%

△ 当初値と比較して変化がみられないもの 3項目 11.5%

× 当初値より数値が下がっているもの 7項目 26.9%

達成度の基準【全26項目（100%)】

【指標等に関する見直し】

次期プランでは，上記１～３の視点や，その他の社会状況の変化等を踏まえて，指標
等についてもその妥当性等を再検討し，男女共同参画に関する取組状況をより適切
に反映できるよう，見直しを行う必要がある。

４

10

基本目標 取組の方向性 No. 基準値
６年度
現状値

最終目標 達成

27.5%
(R1)

40.7% 35%以上 達成

25.9%
(R1)

31.3% 40%以上 未達成

63.2%
(R1)

46.3% 75%以上 未達成

46.2%
(R1)

38.4% 50%以上 未達成

13.2%
(R1)

10.4% 20%以上 未達成

32.5%
(R1)

24.8% 35%以上 未達成

15.7%
(R1)

11.7% 25%以上 未達成

15.3%
(R1)

15.6% 25%以上 未達成

2
13会

〔118会〕
(R2)

15会
〔117会〕

0会以下 未達成

11.6%
(R2)

20.0% 14％以上 達成

14.1%
(R2)

20.2% 22％以上 未達成

42.4%
(R2)

42.6% 45％以上 未達成

(ア) DV・性犯罪等暴
力を根絶するための啓
発の充実

4
44.1%
(R1)

64.0% 70％以上 未達成

(イ) DV・性犯罪等暴力
の被害者への支援

5
65.1%
(R1)

63.6% 30%以下 未達成

(ウ) あらゆるハラスメ
ントを防止するための
啓発の充実

6
43%
(R1)

61.7% 70％以上 未達成

7
3社

(R2)
１社 毎年3社以上 未達成

8
9.9%
(R1)

84.6% 85％以上
（２週間以上取得）

未達成

9
26人

(R2.4)
5人 0人 未達成

10
630
(R1)

577 705以上 未達成

(ウ) 女性活躍の推進 11
9.4%
(R2)

12.0% 15％以上 未達成

(ア) 地域活動における
女性の参画の促進

12
16.0%
(R1)

15.9% 25%以上 未達成

(イ) 防災分野における
女性の参画の促進

13
30.2%
(R1)

36.1% 50%以上 未達成

14
男性17.47年
女性20.97年

(H29)

男性17.50年
女性21.00年

男性18.90年
女性22.89年

未達成

15
15.1%
(R1)

16.6% 20%以上 未達成

16
18.8%
(R1)

19.3% 22%以上 未達成

17
10.0

（H30）
10.0
(R3)

9.5以下 未達成

課長 ○

課長補佐 ○

指標
達成度の

基準

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

市の審議会等で女性委員がいない審議
会数

×

3
市職員の女性管理職
（課長補佐以上）の割
合

部長副部長(イ) 政策，方針決定過
程における男女平等の
促進

×

待機児童数 ○

社会資源「集いの場」状況

DVについて誰（どこ）にも相談しなかっ
た人の割合

○

セクシュアル・ハラスメントを内容まで
知っていると答えた人の割合

○

△

○

×

　
地
域
で

、
防

　
災
で

、
男
女

　
共
同
参
画
を

　
す
す
め
ま

し
ょ
う

自治会長に占める女性の割合 △

防災士認定登録者に占める女性の割合 ○

乳がん検診受診率 ○

低出生体重児出生率（出生百対）＊ △

(ア) あらゆるライフス
テージにおける心と体
の健康支援

○

1
男女の地位が「平等」
と回答した人の割合

家庭生活 ◎

職場 ○

学校教育

地域活動の場 ×

政治の場 ×

法律や制度上 ×

◎

慣習・しきたり ×

社会全体 ○

(ア) 多様な性の尊重と
固定的な役割分担意識
の解消

＊高知市男性職員の育児休業取得率，健康寿命（65歳の平均自立期間），低出生体重児出生率の３項目については，令和６年度に最終目標値を同項目を目標値に掲げる他計画が
見直されたことから変更した。

DVを内容まで知っていると答えた人の
割合

○　
D
V
や
ハ
ラ
ス
メ

　
ン
ト
の
な
い
社
会
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う

高知市男女共同参画推進企業表彰の表
彰企業数

高知市男性職員の育児休業取得率＊

高知市職員の技術職に占める女性の割
合

○

(ア) ワーク・ライフ・バ
ランスの推進

(イ) 育児・介護におけ
る多様なニーズに対応
した支援の拡充

　
 

家
庭
や
働
く
場
に
お
い

 
 
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実

現
し
ま
し
ょ
う

　
生
涯
に
わ
た
る
健
康
生
活

を
充
実
さ
せ
ま
し
ょ
う

健康寿命（65歳の平均自立期間）＊ ○

子宮頸がん検診受診率

１

２

３

４

５




